


















要約:断乳の時期については、母の体重が正常に復する 6～9ヵ月、う歯発症を予防するた

めには 6 ヵ月、母の焦慮、児の自立のためには 12 ヵ月、適切な離乳指導と実行があれば

自然断乳と云われているが、定説はない。

断乳の早い、遅いを判断する因子を検討する目的で、その事前調査を行った。その結果

1.栄養法別には母乳 6 ヵ月群、母乳 3ヵ月群、混合 6 ヵ月群、混合 3 ヵ月群、人工群の 5

群について、12 ヵ月間の栄養推移をみ、母乳 6 ヵ月群は終始母乳を基盤に離乳を完了し

ていた。

2.各群の母親が栄養、発達に関して訴えた不安症状は母乳 6ヵ月群が人工群に比し有意に

低率であった。


